
平成２２年度 ＪＩＳ Ｚ ３８２１ 

ステンレス鋼溶接技能者評価試験及び受験準備講習会 

一般社団法人神奈川県溶接協会、及び（財）日本溶接技術センタ-は表記評価試験及び受験準備講習会を実施 

いたします。溶接技術の向上を目指してたくさんの方々が参加下さいますようご案内申し上げます。 

 

学科、実技の二日間コース     
＊評価試験の直前に学科、実技についての受験要領を勉強します。 

   日 時 下記日程により  毎回９時～１６時 

 

2010年２月 

３月 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

2011年 １月 

２月 

３月 

学科講習 

３日（水） 

３日（水） 

７日（水） 

12日（水） 

２日（水） 

７日（水） 

４日（水） 

１日（水） 

６日（水） 

１日（月） 

11/30（火） 

12日（水） 

２日（水） 

２日（水） 

実技講習 

４日（木） 

４日（木） 

８日（木） 

13日（木） 

３日（木） 

８日（木） 

５日（木） 

２日（木） 

７日（木） 

２日（火） 

１日（水） 

13日（木） 

３日（木） 

３日（木） 

評価試験 

５日（金） 

５日（金） 

９日（金） 

14日（金） 

４日（金） 

９日（金） 

６日（金） 

３日（金） 

８日（金） 

５日（金） 

２日（木） 

14日（金） 

４日（金） 

４日（金） 

 

＊講習会は３週間前までにお申込みください。 

但し、満員になり次第締め切ります。 

 

＊試験は予定の３週間前に締切ります。 

 

＊試験の申込書は別に請求してください。 

 

会場 

川崎市川崎区本町２－１１－１９ 

（財）日本溶接技術センター 

 

ホ-ムペ-ジでも見られます 

http://www.jwes-kanagawa.jp/ 

  

○受講料 被覆アーク溶接（板 ３５，５００）消費税含む 

ティグ溶接  （板 ３３，５００） 

ティグ溶接  （パイプ ４４，５００） 

ミグ溶接   （板 ４６，５００） 

テキスト代  （２，３００）                試験料金はﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞで見ることが出来ます 
                             ｱﾄﾞﾚｽ http://www.jwes-kanagawa.jp 

実技のみの一日昼間コース 
＊評価試験の直前に実技についての受験要領を勉強します。 
 
○日 時 上記日程の２日目 毎回９時～１６時 

○受講料 被覆アーク溶接（板 ２３，０００）消費税５％を含みます。 

ティグ溶接  （板 ２１，０００） 

ティグ溶接  （パイプ ３２，０００） 

ミグ溶接   （板 ３４，０００） 
 

学科のみの一日昼間コース 
＊評価試験の直前に学科についての受験要領を勉強します。 

 

○日 時 上記２日間コースの１日目 毎回９時～１６時 

○受講料 （１２，５００）消費税５％を含みます。 

 テキスト代（２，３００） 

 

 

  

 

 

ステンレス鋼溶接技能者評価試験受験準備講習会申込書 

受講者名 期日 希望コース（希望コースを○で囲んでください。） 受験種目 試験日 

 月 日 二日間コース ・ 一日昼間コース ・ 学科コース   

 月 日 二日間コース ・ 一日昼間コース ・ 学科コース   

 月 日 二日間コース ・ 一日昼間コース ・ 学科コース   

申込み者（会社・個人） 担当者 

 

住  所（郵便番号） 電 話 

 

振込みの場合、予定日を記入してください。   月   日 

左の講習会料金には試験料金は

含まれていません 

＊申込み及び問合せは下記へお願いします。 

川崎市川崎区本町２－１１－１９ 
一般社団法人神奈川県溶接協会 

電話 ０４４－２３３－８３６７ 

FAX ０４４－２４６－５２６５ 

E-mail : wes-kana@aioros ocn.ne.jp 

料金は現金又は現金書留郵便又は振込みのいず

れかでお願いします。 

横浜銀行川崎支店 普通預金 ２２００２２５ 

き り と り 



 

ＪＩＳ Ｚ ３８２１ ステンレス鋼溶接の実技試験内容及び資格を現す記号を下記に簡単に示します。 

単位 mm 

手溶接 （被覆アーク溶接） 

試験材 資格と記号       溶接方法 試験材寸法 

基本級 ＣＮ－Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接（裏当て金なし） 

専門級 ＣＮ－Ｖ   立向き   〃 

専門級 ＣＮ－Ｈ   横向き   〃 

専門級 ＣＮ－Ｏ   上向き   〃 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向は１５０です 

開先はＶ型 

板 

板の厚さ ９mm 

専門級 ＣＡ－Ｏ   上向き   突き合わせ溶接（裏当て金あり） 

パイプ（管） 

専門級 ＣＮ－Ｐ 

専門級 ＣＮ－ＰＭ １～３層までティグ溶接、後手溶接 

専門級 ＣＡ－Ｐ 

１５０Ａ×１００×２ 

肉厚 １１ 

開先はＶ型 

ティグ溶接 

試験材 資格と記号       溶接方法 試験材寸法 

基本級 ＴＮ－Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接（裏当て金なし） 

板 

板の厚さ ３mm 
専門級 ＴＮ－Ｖ   立向き   〃 

専門級 ＴＮ－Ｈ   横向き   〃 

専門級 ＴＮ－Ｏ   上向き   〃 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向は１５０です 

開先はＩ型又はＶ型 

パイプ（管） 
専門級 ＴＮ－Ｐ   パイプ   〃 

                    肉厚３ 

１００Ａ×１００×２ 

開先はＩ型又はＶ型 

ミィグ溶接 

試験材 資格と記号       溶接方法 試験材寸法 

基本級 ＭＮ－Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接（裏当て金なし） 

板 

板の厚さ ９mm 
専門級 ＭＮ－Ｖ   立向き   〃 

専門級 ＭＮ－Ｈ   横向き   〃 

 

２００×１２５×２枚 

溶接方向は２００です 

開先はＶ型 

基本級 ＭＡ－Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接（裏当て金あり） 

 
専門級 ＭＡ－Ｖ   立向き   〃 

専門級 ＭＡ－Ｈ   横向き   〃 

 

２００×１２５×２枚 

溶接方向は２００です 

開先はＶ型 

Ｆの記号の資格を基本級といいます。最初はこの資格を取得してください。その後、専門級（Ｖ・Ｈ・Ｏ・Ｐ）が受け

られます。但し、基本級合格を条件にして専門級も同時に受験できます。 

尚、上記手溶接（被覆アーク溶接）の資格を受験する場合、当分の間ＪＩＳ Ｚ ３８０１のＮ－１Ｆ・Ａ－２Ｆ・Ｎ－

２Ｆ・Ａ－３Ｆ・Ｎ－３Ｆを基本級として扱いますので、これらの資格を現有する場合はＦ・Ｖ・Ｈ・Ｏ・Ｐ各種の資格

のみ受験できます。 

学科試験：はじめてこの試験を受ける場合は学科試験がありますので、講習会を受けてから受験されますようおすすめい

たします。 

受験資格：基本級の試験は、１か月の経験者で１５才以上、専門級の試験は、３か月の経験者で１５才以上です。 

 

試験材の見取り図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 板の溶接姿勢 図２ 管の溶接姿勢 
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